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●  ガード・反射板・本体に付着したほこりやごみをとき
    どき取り除いてください。
    ※ほこりが焦げたり、故障の原因となります。
●  薄めた台所用洗剤（中性）に、タオルなどを浸して
    しぼり、汚れをふき取ってください。
    ※化学ぞうきんをご使用の場合は…
    化学ぞうきんの注意書に従ってください。  

汚れをふき取る

乾燥させた後、
ガードを元の状態に戻す

ガードを開く

ガードを手前に引き、本体上部の穴からガード取
付部（上側）を外す。(左右2カ所)

ガード取付部（下側・短い方）を本体下部の穴にはめ込
み、きちんとはまっていることを確認する。(左右2カ所)

ガードを押し上げながら、本体下部の穴からガー
ド取付部（下側）を外す。(左右2カ所)

ガード取付部（上側・長い方）を本体上部の穴に入
れて押し上げる。(左右2カ所)

● お手入れのあとは、よく乾燥させてください。
● ベースを本体から外し、お買上げ時の箱に入れて、
湿気の少ない場所に保管してください。
※ちょうボルト（3本）をなくさないように本体のネジ穴に付けておくなどし、大切に保管してください。
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●ガードを外したままで、使用しない。
　（感電や火災、やけどの原因）
よく乾燥してから通電する。
取付部の先端で本体を傷つけないよ
うに注意する。
ガードの取付部を本体の穴に入れる
とき、指をはさまないよう注意する。

注意

ガソリン、ベンジン、シンナー、ミガキ粉、灯油、アルコールなどは使用しない。（ひび割れ・感電・引火の原因）
本体を水洗いしない。  （感電や火災・故障の原因）

お手入れの際は、手袋を着用してください。

お手入れの際は必ず運転を停止し、電源プラグを抜き、本体がさめてから行う。（感電ややけどの原因）
警告

 取付部の先端で本体を傷つけないように注意する。注意 ●

 糸くずなどがついた場合は取り除く。
　（火災や異臭の原因）
 ヒーターを手で触らない。
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